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女
世帯数

わたしたちの町わたしたちの町
13,033人
6,272人
6,761人
4,816世帯

9月1日現在（外国人含む）
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８
月
８
日
、
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害
発
生
時
に
お
け
る
協

力
協
定
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を
町
内
９
郵
便
局
及
び
松
江
郵

便
局
と
締
結
し
ま
し
た
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災
害
発
生
時
の
協
力
事
項
は
緊
急
車
両

等
と
し
て
の
車
両
の
提
供
、
被
災
者
に
対

す
る
避
難
所
開
設
状
況
及
び
避
難
先
リ
ス

ト
等
の
情
報
提
供
、
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
広
報
活
動
な
ど
で
す
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あ
わ
せ
て
締
結
し
た
地
域
に
お
け
る
協

力
に
関
す
る
協
定
は
、
郵
便
局
員
が
住
民

の
異
変
に
気
づ
い
た
り
、
道
路
の
異
状
や

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
り
し
た
場
合
、
町

に
通
報
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
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締
結
式
に
は
、
勝
田
町
長
と
仁
多
郵
便

局
の
恩
田
博
局
長
、
松
江
中
央
郵
便
局
の

米
今
隆
祉
局
長
が
出
席
し
、
両
者
が
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
向
け
て
連
携
を

深
め
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　奥出雲町成人式が８月15日、横田コミュニティセン
ターで開催され、新成人が大人として新たな一歩を踏
み出しました。
　今年成人式を迎えたのは、平成９年４月２日から平
成10年４月１日生まれの町内出身者と在住者181人。
式典には、そのうち119人が出席しました。
　会場は真新しいスーツやドレス姿の新成人で華や
ぎ、同級生との久しぶりの再会に喜び合い、会話が弾
む姿が見られました。
　式典では、多くの来賓や町執行部が臨席する厳粛な
雰囲気の中、勝田町長から「この日を迎えられたのは、
ご家族や恩師の先生方、そして周囲の温かい教えや支
えがあったからです。このことをしっかりと胸に刻み、
かけがえのない人生を切り拓いてください」と新成人に
エールが送られました。
　新成人を代表して小早川理奈さん（馬木）が「社会
がどのように変化しようと、時流に流されず、人に流さ

れず、自分たちの将来像をしっかりとイメージして、目標
に向かい努力と精進を重ね自らを磨き、これからの人生
を切り開いていきたい」と新成人としての決意を述べら
れました。
　また、アトラクションとして仁多乃炎太鼓による「炎
神楽」が披露され、迫力ある太鼓の音が場内に響きわ
たり、華麗で力強いバチさばきと勇壮な身のこなしに
魅了されていました。

　住まいのあっ旋、職業紹介、起業・創業のサポート
を行う「奥出雲町まち・ひと・しごとセンター」がサイク
リングターミナル内に開所しました。
　８月10日に行われた開所式には、関係者26人が出
席。式では、勝田町長が「この空間を様々な方々に活
用いただき、一人でも多くの方の移住定住の機会につ
ながることを願っています」とあいさつし、絲原德康県
議会議員らとテープカットを行いました。
　センターの愛称は公募し、町内外から115点の応募
がありました。厳正なる審査の結果、暮らしを総合的に
支援する機能を持つ場所であることから「奥サポ」に
決定しました。
　内装は気軽に訪れやすいようなウッドデッキ風のデ
ザインを採用し、多くの地域住民の皆様に協力いただ
き作り上げました。また、打ち合わせ、自習などに無料
で利用できるスペースを設け、相談以外での利用が可
能です。

　奥サポでは、町職員や地域起こし協力隊員が相談に
対応し、賃貸や売却を希望する空き家を利用希望者に
紹介するほか、町内企業の求人情報紹介、スキルアッ
プを望む利用者向けのセミナーを行います。
　今後、暮らしのワンストップ窓口としてUIターン者な
どの移住定住の希望を叶え、挑戦の場を求める人のサ
ポート機能を担います。

お問い合わせ先

▲締結後に握手
　（左から勝田町長、米今局長、恩田局長）

▲誓いの言葉を述べる
　小早川さん

▲木の温もりが感じられる空間

▲炎神楽
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二十歳の誓いを仲間とともに
平成29年度奥出雲町成人式平成29年度奥出雲町成人式

奥出雲町まち・ひと・しごとセンター（奥サポ）が開所
暮らしをワンストップでサポート暮らしをワンストップでサポート

奥出雲町まち・ひと・しごとセンター利用案内

～まちのできごと～　
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　衝撃吸収材を使用した製品を製
造している(株)加地が仁多米の焙
煎玄米を活用した創作菓子を開発
し、８月19日に三成の本社工場で
商品発表試食会を開催しました。
　試食会には、絲原德康県議会
議員はじめ約80人が招待された
ほか、住民およそ150人が参加
し、クッキーやアイスミルクなどの
創作菓子４種を試食しました。
　(株)加地では創作菓子「奥た
たら」ブランドの商品製造・販売
を通して、町特産の仁多米の新た
な用途を生み出し、地域の農業
振興や雇用創出を目指していきま
す。

　９月３日、第２回さくらおろち
湖トライアスロン大会がさくらお
ろち湖ボート競技施設および周
辺地域で開催されました。
　コースは、ダム湖を活用した水
泳1.5km、周辺地域での自転車
40km、マラソン10kmの全長
51.5kmの設定。種目は「個人の
部」に加え、2～3人で種目を分
担するリレーの部も設定されまし
た。
　県内外から257人のエントリ
ーがあり、奥出雲町からは２人が
参加しました。天候の影響もなく、
ダム湖や豊かな自然の魅力を体
感しながらのレースとなりました。

　８月26日、横田高校ホッケーグ
ラウンドにおいて、島根県ホッケ
ー協会主催のホッケーアカデミー
が開催されました。
　町内の子どもたちにホッケーの
楽しさを伝えホッケーの魅力を感
じてもらうことを趣旨に、今回は
横田高校ホッケー部員が町内の
小学生36人に対しホッケーの指
導を行いました。
　高校生が考えた練習メニュー
を学年別に取り組み、メニューを
終えた後には試合を行いました。
参加者は練習を通して交流を深め、ホッケーの楽しさを体感しました。
　また、今回は島根県アスレティックトレーナー協議会と島根リハビリテーション
学院の協力を得て、ウォーミングアップ方法や熱中症対策について学びました。

　８月５日から６日に、山口県で開催
された第39回全国スポーツ少年団
ホッケー交流大会において、鳥上ホ
ッケースポーツ少年団が町内で初の
準優勝に輝きました。
　鳥上ホッケースポーツ少年団は鳥
上小学校児童６人と阿井小学校児
童３人で構成され、これまで練習を
続けてきました。
　大会では練習成果を十分に発揮
し、予選リーグを１位で通過。決勝ト
ーナメントでも順調に勝ち進み、決
勝戦は春照ホッケースポーツ少年団
（滋賀県）と対戦。５対０で敗れま
したが、準優勝の快挙を成し遂げま
した。
 ８月10日には、役場仁多庁舎で報
告会が行われ、勝田町長らが出迎え
ました。二澤拓海主将が大会結果を
報告した後、選手一人ひとりが大会
に参加した感想を話し、参列者は選
手の健闘を称えました。

　三成愛宕祭は古くから火難除けの神として崇敬
される愛宕神社の夏祭りで、８月24日に本祭り、
25日に後祭りが行われました。
　特設ステージでは神楽が披露され、通りには仁
多乃炎太鼓などが参加した仁輪加パレードで賑
わいました。
　夜になると毎年恒例の約1000発の花火が大
迫力の音を響かせながら三成の夜空を彩りまし
た。

　大呂愛宕祭は、300年以上の歴史があり、火難
よけ、家内安全を祈願する祭りです。
　８月24日、華やかに飾られたどう屋台や扇型の
山車燈籠などが大呂地内を巡行し、大呂愛宕大権
現を目指しました。
　どう屋台では、華やかな衣装を身にまとった子ど
もたちがお囃子の演奏を披露。また、趣向を凝ら
したデコ屋台の人形劇が賑わいに一役買いまし
た。

 みんなで調べる宍道湖流入河
川調査に参加した布勢小学校が
環境省中国四国地方環境事務
所長賞を受賞しました。
　この調査は、小中学生が宍道
湖に流入する身近な河川の調査
を行い、水質に関する理解を深
めることなどを目的に、宍道湖水
質汚濁防止対策協議会が主催し
ています。
　布勢小学校の3・4年生が総
合的な学習で八代川について、
水生生物などの観察・調査を行
い、調査結果を学習発表会等で
発表してきたことが評価されまし
た。

　環境省では、自然公園の保護と
その適正な利用に関し、顕著な功
績がある方または団体を表彰する
「自然公園関係功労者環境大臣
表彰」を行っています。
　今年度は、全国で28件が選ば
れ、奥出雲町から比婆道後帝釈
国定公園において自然解説や公
園利用について指導を続けてきた
朝倉進さん（八川・川西）が受賞さ
れました。
　朝倉さんは30年以上にわたり、
登山道等のパトロールや環境整
備を行い、自然公園利用者の適
正な指導等に尽力されています。

「奥たたら」商品発表試食会
　(株)加地本社工場で開催

準優勝の快挙！
鳥上ホッケースポーツ少年団

さくらおろち湖トライアスロン大会
　　　　日頃の成果を発揮

ホッケーアカデミー開催
　　小学生と高校生の交流

▲マラソンの様子▲試食会に出された創作菓子

▲準優勝に輝いた鳥上ホッケースポーツ少年団

▲ホッケーアカデミーの様子

民生児童委員が交代されました
　　 八川地区三井野・坂根自治会

みんなで調べる宍道湖流入河川調査
　　　  布勢小学校が受賞

自然公園関係功労者環境大臣表彰
　　　朝倉進さんが受賞

▲受賞した布勢小学校3・4年生の児童

▲就任された稲田さん ▲受賞された朝倉さん

第39回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会（於：山口県）第39回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会（於：山口県）
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　３月末日をもって退任されまし
た八川地区民生児童委員の糸原
壽之さんに代わり、稲田住子さん
（八川・坂根）が新たに就任さ
れました。担当地区は、三井野、
坂根自治会です。
 ６年４カ月にわたりお世話にな
りました糸原壽之さんには、退任
にあたり、厚生労働大臣、島根
県知事、奥出雲町長から感謝状
が贈られました。

すいじょう

～まちのできごと～　
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移植医療は、医療者と患者さんだけで
はなく、第三者の方からの善意による
ご提供から成り立っています。

『提供したい』『提供したくない』ど
ちらも一人ひとりの平等で大切な意思
です。
大切な意思を表示し、ご家族でお話し
ましょう。

10月は  臓器移植普及推進月間　
 骨髄バンク推進月間
10月10日は 目の愛護デー

マスコットキャラクター
＊ まごころば ＊

 　　お問い合わせ先
　出雲市塩冶町223-7
　　しまねまごころバンク
　 　Tel.（0853）22-2556

　平成31年10月１日に実施される消費税率
の引き上げに伴い、消費税の軽減税率制度
が実施されます。
　今回、事業者の方を対象として、軽減税
率、事業者支援措置などの説明会を開催し
ます。

　日　時　平成29年10月４日（水）　
　　　　　15時～16時
　場　所　カルチャープラザ仁多　２F　
　　　　　農事研修室　
　講　師　大東税務署　ほか
　※参加申込みは不要ですので、是非ご参
　　加ください。

【お問い合わせ先】
　大東税務署　（電話：43-2360）
　又は税務課　（電話：52-2671）

消費税軽減税率制度説明会
　　　　　　　開催のお知らせ

　宝くじコミュニティ助成事業は、宝くじ
の収入を財源とし、地域のコニュニティの
健全な発展を図るためのもので、（財）自
治総合センターが宝くじの社会貢献事業の
一環として行っています。
　今回、本事業の中にある「自主防災組織
育成事業」の募集を行います。申請を希望
される自治会は１０月１３日（金）までに
連絡をお願いいたします。

自主防災組織育成事業の
                 申請募集お知らせ

　平成２９年１０月１日からお使いいただ
く国民健康保険の被保険者証を、９月１１
日頃に各加入世帯に簡易書留郵便で送付を
開始しています。
　新しい保険証は、藍色です。詳しくは、
被保険者証と一緒にお送りする文書でご確
認ください。

【お問い合わせ先】
　健康福祉課 医療介護保険グループ
　　有線：３１－５１２１、５１２3
　　電話：５４－２５１１

国保の被保険者証が
　　　 10月1日から変わります

　総務省の行政相談は、役所の仕事に関す
る苦情や要望を受け付け、必要に応じ、公
正・中立な立場からその解決や実現を促進
するとともに、皆様の声を行政の制度・運
営の改善に役立てるものです。
　総務省では、この行政相談について、皆
様に広く知っていただくとともに、その利
用を促進するため、毎年10月に「行政相談
週間」を設けています。
　今年の行政相談週間は、10月16日（月）
から22日（日）までの一週間です。
　奥出雲町では、行政相談委員が次のとお
り行政相談所を開設します。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
お気軽にお越しください。
☆行政相談委員

（注）公民館開館日であっても、行政相談
委員が不在の場合などがありますので、事
前に公民館にお問い合わせください。
【行政相談に関するお問い合わせ先】
　総務省島根行政評価事務所　行政相談課
　（電話：０８５２－２１－３６３０）

行政相談週間と
　　　　　行政相談所のご案内

　このたび、役場仁多庁舎１階タウンホー
ルのレイアウト変更を行い、大画面テレビ
とジュース自動販売機の移設を行いまし
た。あわせて、庁舎西側の自販機コーナー
にホシザキ製カップ式給茶機（ティーサー
バー）を設置しました。こちらは冷・温の
煎茶とほうじ茶が、無料でお飲みいただけ
ます。
　バス待ちやお仲間との待ち合わせ、コ
ミュニケーションの場として、仁多庁舎に
お立ち寄りの際はぜひタウンホールをご利
用ください。

【お問い合わせ先】
　財産管理室
　有線：３１－５２３０
　電話：５４－２５３０

タウンホールでの
　　　　　　時間待ちが快適に
   ＝仁多庁舎に無料給茶機も設置＝

日時 場所・連絡先

８：３０～１７：１５

立石　典夫
三成中央公民館
（三成４４５－３）
☎０８５４-５４-１３１１

小川　直美
横田公民館
（横田１０３７）
☎０８５４-５２-０９０４

公民館開館日

行政相談委員

タウンホール 庁舎西側入り口付近の
給茶機

平成２９年度宝くじコミュニティ助成事業

【お問い合わせ先】
　総務課 危機管理情報グループ
　有線：31-5228　電話：54-2505

～～～～～～～～～～～～～～～～

10月のイベント10月のイベント

第13回奥出雲町芸術文化祭第13回奥出雲町芸術文化祭 

21（土） 文化講演会
 作品展示（町民体育館）
22（日） 三成地区文化祭
 作品展示（町民体育館）
 ★作ってあそぼうデコデコ・デコめっちゃおう
 ★ふれあい囲碁・将棋コーナー
28（土） たたら侍上映会（横田コミセン）
 〈上映時間〉午前の部 10：30～
 　　　　　午後の部 13：30～
 〈チケット販売〉
 　　当日、上映会場にて購入ください。
 　　（担当：観光推進課）
29（日） 布勢地区文化祭
 ★特別企画 「不昧公が愛でた
 　           櫻井氏庭園の秋を楽しむ」
 〈集合場所〉可部屋集成館駐車場
 〈集合時間〉13：30 〈参加料〉2,000円
 ★お話ちょんぼしストーリーテリング
 　（カルプラ和室）

【お問い合わせ先】
　奥出雲町文化協会事務局（社会教育課内）
             有線:20-4261 電話：54-2680

～開催期間中～
※町内幼小学生の絵画作品をストリート展示する
                     “まちなかアートギャラリー展”
※まちなかライブラリー開催
　（奥出雲町民立図書館）
　　“本のある空間”で楽しい催しをします。

★は交流ワークショップ

－ おくかるフェスタ －

　出雲大社の祭神であり、古代出雲の国作りを行っ
たとされる大国主命（オオクニヌシノミコト＝オオナム
チノミコト）。現在、大国主命の出雲の国作りは、奥出
雲（仁多郡）を本拠地として始まった可能性が、出雲
国風土記の地名起源説話研究を通じて提示され注目
されています。講演を通じて奥出雲の歴史の新たな
一面を垣間見たいと思います。

10/21 文化講演会「オオナムチノミコトの郷 奥出雲」
　　　   ～「風土記」仁多郡の説話を読み解く～
≪時間≫ 13：30～14：40
≪場所≫ 旧高田小学校
　　　　（奥出雲町高田25-2）
≪講師≫ 吉松　大志 氏
　　　　  島根県古代文化センター
　　　　  主任研究員

～参加について～
＜参加料＞　無料　　＜定員＞　定員50名
＜申込方法＞下記によりお申込みください
　　　　　  （受付：奥出雲町教育委員会社会教育課）
　　○電話 0854-52-2680　○有線 20-4264
　　○FAX 0854-52-3048　　
　　○Mail  shakaikyouiku@town.okuizumo.shimane.jp
※FAX及びE-Mailでのお申込みの場合は、講座名及
　び参加される方の氏名、連絡先をご記入ください
　（様式自由）

【開催期日】平成29年10月21日（土）～11月12日（日）
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行
政
書
士
無
料
相
談
の
開
催

　

島
根
県
行
政
書
士
雲
南
支
部

の
主
催
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

行
政
書
士
無
料
相
談
を
行
い
ま

す
。

◆
日
時

　

10
月
20
日（
金
）10
時
〜
15
時

◆
場
所

　

三
刀
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
（
雲

南
市
三
刀
屋
町
三
刀
屋
１
４
４

‐
１
）

◆
相
談
内
容

　

相
続
遺
言
、
権
利
義
務
、
事

実
証
明
、
法
人
設
立
、
農
地
法

許
可
、
建
設
業
許
可
等

◆
そ
の
他

　

相
談
希
望
の
あ
る
方
は
、
10

月
14
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
相
談
内
容
を
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

連
絡
内
容
は
、
「
○
○
に
つ

い
て
」
の
よ
う
に
簡
単
な
項
目

で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
行
政
書
士
会
雲
南
支

部
（
宮
崎
行
政
書
士
事
務
所
）

　

☎
（
F
a
x
兼
）

　

０
８
５
４
‐４
５
‐２
８
４
７

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

　
　
　
　（
秋
期
）の
開
催

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

採
用
計
画
の
説
明
、
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

10
月
14
日
（
土
）

　

13
時
〜
16
時
30
分

◆
場
所

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
大
展
示
場

◆
対
象
者

・
２
０
１
８
年
３
月
に
大
学

　

（
院
含
む
）
、
短
期
大
学
、

　

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

　

校
、
職
業
能
力
開
発
大
学

　

校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
卒

　

業
年
次
の
方

・
大
学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の

　

方
◆
参
加
企
業

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
の
サ

イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公

益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
）

　

☎
０
１
２
０‐６
７‐４
５
１
０

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

　

10
月
１
日
「
法
の
日
」
を
記

念
し
て
無
料
法
律
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

土
地
、
建
物
、
金
銭
の
貸
し

借
り
、
公
害
、
交
通
事
故
、
夫

婦
親
子
、
相
続
及
び
少
年
非
行

な
ど
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
、

島
根
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士
３
名
が
お
伺
い
し
ま
す
。

◆
日
時

　

10
月
23
日
（
月
）

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時 

◆
受
付
時
間

　

９
時
30
分
〜
14
時
30
分

◆
場
所

　

雲
南
簡
易
裁
判
所

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

雲
南
簡
易
裁
判
所

　

☎
０
８
５
４‐４
２‐０
２
７
５

無
料
労
働
相
談
会
の
開
催

　

島
根
県
労
働
員
会
と
島
根
労

働
局
、
島
根
県
社
会
保
険
労
務

士
会
な
ど
が
合
同
で
「
パ
ワ
ハ

ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
」
「
突
然
解

雇
」
「
賃
金
不
払
」
な
ど
、
労

働
者
と
事
業
主
と
の
間
の
ト
ラ

ブ
ル
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

◆
日
時

　

10
月
22
日
（
日
）

　

10
時
〜
15
時 

◆
場
所

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ

◆
そ
の
他

　

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

事
前
予
約
者
有
優
先
で
す

が
、
当
日
も
受
付
も
し
ま
す
の

で
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
５
２‐２
２‐５
４
５
０

佐
白
町
若
い
者
会
の

　
　
　
　
　
　
活
動
報
告

　

佐
白
町
若
い
者
会
で
は
、
自

治
会
内
の
家
庭
で
処
分
に
困
っ

て
い
る
不
燃
ご
み
を
回
収
す
る

活
動
を
８
月
５
日
に
行
い
ま
し

た
。
事
前
申
込
の
あ
っ
た
家
庭

を
訪
問
し
、
回
収
し
た
ゴ
ミ

（
約
7
0
0
㎏
）
を
雨
川
の
処

分
場
へ
搬
出
し
ま
し
た
。

　

他
自
治
会
等
で
も
、
こ
の
様

な
新
た
な

地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取

り
組
ん
で

み
ま
せ
ん

か
？

みんなの掲示板みんなの掲示板
労働保険の
加入手続きは
おすみですか！

一人でも労働者を雇用していれば
  労働保険に加入する必要があります。
※労働保険とは労災保険と雇用保険を総称したもので、
　政府が管掌する強制保険制度です。

★労働保険に関する事務手続等は労働保険事務組合や社会保険労務士に委託することもできます。
★どなたでも、事業主が労働保険の加入に必要な手続きを行っているか否かをインターネット上で確
　認できます。詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。
　　　　厚生労働省トップページ「分野別の政策▶雇用・労働▶労働基準」
　　　　　　　　　　　　　　　>「施策情報▶労働保険の適用・徴収」
　　　　　　　　　　　　　　　>「労働保険に関する総合情報はこちら」>「適用事業場検索」
お問い合わせ先… 島根労働局　労働保険徴収室 ☎ 0852-20-7010

出雲の國・斐伊川サミット設立１０周年記念事業
スローライフ・フォーラムin出雲の國

申込不要参加無料

　出雲の國・斐伊川サミットは、斐伊川・神戸川流域の２市
２町（出雲市・雲南市・奥出雲町・飯南町）の一体的な発展
をめざし、平成19年11月に発足しました。
　このたび、サミット設立10周年を記念し、出雲市長・雲南
市長・奥出雲町長・飯南町長が、一堂に会し、スローライフ
といった新たな視点で、サミット圏域の10年後、その先を見
据え、圏域ならではの「地方創生」について考えます。

日時：平成29年10月29日（日）13：30～16：30（開場 13：00）
場所：ビッグハート出雲　白のホール（出雲市駅南町1丁目5番地）

テーマ：『たたら文化・ふるさと創生－次の10年を考える』
１３：３０　開会（受付は１３：００から）
１３：４０　基調講演「結びあう　分かちあう」　神野直彦（日本社会事業大学学長・スローライフ学会学長）
１４：３０　わいわい談義報告
１５：００　パネルディスカッション

１６：３０　閉会
主催　　2017スローライフ・フォーラムin出雲の國実行委員会、一般社団法人自治総合センター
共催　　出雲の國・斐伊川サミット、ＮＰＯ法人スローライフ・ジャパン、スローライフ学会、公益財団法人ふるさと島根定住財団
後援　　総務省、島根県、出雲市、雲南市、奥出雲町、飯南町、国立大学法人島根大学、公立大学法人島根県立大学、
　　　　山陰中央新報社、島根日日新聞社、出雲ケーブルビジョン、ひらたＣＡＴＶ㈱、雲南夢ネット、奥出雲町情報通信協会
お問い合わせ先／2017スローライフ・フォーラムin出雲の國実行委員会（奥出雲町観光推進課 ☎54－2504）
※このフォーラムは全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。

労災保険…労働者の方が業務中や通勤途上に事故にあった場合に、必要な保険給付を行い、被
　　　　　災された方や遺族の方の生活を保護し、あわせて社会復帰を促進する事業を行うた
　　　　　めの保険制度です。
雇用保険…労働者の方が失業した場合に、失業手当を給付したり再就職を促進する事業を行う
　　　　　ための保険制度です。また、事業主の方へは、失業の予防、雇用機会の増大、雇用の
　　　　　安定等に係る各種助成金制度が設けられています。

長岡 秀人
（出雲市長） 

速水 雄一
（雲南市長） 

勝田 康則
（奥出雲町長） 

山碕 英樹
（飯南町長） 

コーディネーター パネリスト ～ 地元から

斉藤　睦
（地域総合  
　研究所長）

神野 直彦
（日本社会事業大学学長
・スローライフ学会学長）

増田 寛也
（野村総合研究所顧問
・スローライフ学会会長）

坪井ゆづる
（朝日新聞　
　論説委員）

早野　透
（桜美林大学 
　名誉教授）

野口 智子
（ゆとり       
    研究所長） 

パネリスト ～ スローライフ学会から
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仁多郡陸上競技大会
　　　　100年のあゆみが完成！

税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

9
月
分
の
口
座
振
替
は

    

10
月
2
日（
月
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
13
項
目
で
す
。

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
６
期
）

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
上
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　

き
、
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た

　

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　
図
書
室

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室　
☎
５
２‐

２
０
２
２

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

『
小
林
カ
ツ
代
伝
』            

中
原　

一
歩 

著

『
悩
む
な
ら
、旅
に
出
よ
。』   

伊
集
院　

静 

著

『
祝
言
島
』                     

真
梨　

幸
子 

著

『
肺
炎
が
い
や
な
ら
、の
ど
を
鍛
え
な
さ
い
』

西
山　

 

耕
一
郎 

著

『
あ
ー
そ
ー
ぼ
』         

や
ぎ
ゅ
う　

ま
ち
こ 

作

『
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
』               

小
西　

英
子 

作

『
ニ
ワ
ト
リ
ぐ
ん
だ
ん
』　      

風
木　

一
人 

作

　目の前にいる、この七歳の娘が、いまは亡
き我が子だというのか? 三人の男と一人の少
女の、三十余年におよぶ人生、その過ぎし
日々が交錯し、幾重にも織り込まれてゆく。
この数奇なる愛の軌跡よ ! 新たな代表作の誕
生は、円熟の境に達した畢竟の書き下ろし。
（出版社紹介より記載）

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

第157回直木賞受賞作『月の満ち欠け』

→
佐
藤
正
午
∥
著　
　

岩
波
書
店　

刊

『
影
裏
』　　
　

              

沼
田　

真
佑 

著

『
長
友
佑
都
の
ヨ
ガ
友
』　    

長
友　

佑
都 

著

『
Ａ
Ｘ
』                      

伊
坂　

幸
太
郎 

著

『
母
で
は
な
く
て
、親
に
な
る
』 

山
崎　

ナ
オ
コ
ー
ラ 

著

『
そ
ら
の
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え
』

い
わ
い　

と
し
お 

作

『
い
え
す
み
ね
ず
み
』      

ジ
ョン 

バ
ー
ニ
ン
ガ
ム 

作

『
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
か
い
て
い
た
ん
け
ん
』

原　

ゆ
た
か 

作

10
月
の
休
室
日

月
曜
、
祝
日　

 　
　

31
日
（
月
末
休
室
）

10
月
の
休
室
日

日
曜
、
月
曜
、
祝
日

 　
　

31
日
（
月
末
休
室
）

▲牛の体測の様子

クラス展示クラス展示 YOKOコーラスYOKOコーラス

オープニングイベントオープニングイベント カラーコンテストカラーコンテスト

青組応援青組応援 フィナーレフィナーレ

赤組応援赤組応援 黄組応援黄組応援

　８月31日から３日間、平成29年度横田高校稲陵祭を行いました。
　今年のテーマは「極彩色 ～沢山の色に染まりきれ～」。
　たくさんの保護者や地域の方にお越しいただき盛大に開催することができました。

平成29年度　横田高校 稲陵祭平成29年度　横田高校 稲陵祭
横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

文化祭 体育祭

　仁多郡陸上競技大会の記念誌を作成しました。
　記念誌は、役場横田庁舎社会教育課内で購入
できます。また、10月８日に開催され
る仁多郡陸上競技大会でも購入
可能です。
【お問い合わせ先】
　奥出雲町体育協会事務局
　（社会教育課内）
　有線：20-4269　電話：52-2680

仁多郡陸上競技大会
　　　　100年のあゆみが完成！

地域おこし協力隊の現場を訪ねて
　今回ご紹介するのは、農業応援研修員として活動している３人です。
　横田繁殖育成牧場で和牛飼育に従事している伊藤慶太隊員、（株）ふくでほうれん草栽培に従事し
ている佐藤邦和隊員、奥出雲農園でトマト栽培に従事している長本寛司隊員にお話を伺いました。

伊藤隊員
活動の魅力を教えてください。

　子牛を市場で肥育農家に出荷され
ることで牛肉の生産の過程や命の大
切さを学ぶことができます。また、共進
会や子牛市場で地域の畜産農家の
方々と交流することも楽しみです。

奥出雲町に暮らしてみた感想は？
　美味しい農産物や観光名所が多
く、県内の田舎の中で最も栄えている
場所だと感じています。

今後の意気込みを！
　自分の繁殖和牛の飼育技術の技
術向上とともに、育種改良に取り組ん
で能力の高い牛を生産して奥出雲和
牛の振興に貢献したいです。

佐藤隊員
活動の魅力を教えてください。

　キャベツを作っている田部さんの
『農作物は努力以上のものはできな
い』という言葉のとおり、自分のかけた
手間隙が成果となって現れるところで
す。

奥出雲町に暮らしてみた感想は？
　静かなところが魅力。読書や勉強
など集中してやれる環境だなと思いま
した。また、目に見えない感じる空気が
とても心地よく感じます。

今後の意気込みを！
　農業をやるためには、体調管理が
大切だと感じました。まずは自分の体
調管理に気をつけ、現在の活動に取
り組みたいです。

長本隊員
活動の魅力を教えてください。

　自然相手の仕事なので毎年が勝
負です。生産できた時に喜びを感じま
す。以前トマト栽培から違う職に転職
をしたことがありましたが、またこの仕事
に戻るくらいのやりがいがあります。

奥出雲町に暮らしてみた感想は？
　空気がきれい。以前、ここよりも標高
の高いところに住んでいましたが、こち
らの方が涼しく感じます。町並みや道
路がすっきりしていると思います。

今後の意気込みを！
　日々行っていることが成果につなが
るので、一つ一つの作業を丁寧に取り
組めるように努力したいと思います。

▲ハウス内の除草作業 ▲収穫の様子



結核・肺がん検診（三成・三沢）
結核・肺がん検診（亀嵩・三成）
移動採血車による献血（横田地域）
出張年金相談（役場横田庁舎）10：00～15：30
結核・肺がん検診（阿井）
乳がん検診（奥出雲病院）
移動採血車による献血（仁多地域）
古紙回収（鳥上、横田）
文化講演会「オオナムチノミコトの郷 奥出雲」
（旧高田小学校）13：30～14：40
奥出雲町芸術文化祭仁多会場作品展示
（町民体育館・ｶﾙﾁｬｰﾌﾟﾗｻﾞ仁多）～22日まで
三成地区文化祭
鯛ノ巣山　自然観察会8：30～

７，８ヶ月児健診（Ｈ29年２月・３月生）
10，11ヶ月児健診（Ｈ28年11月・12月生）
乳がん検診（奥出雲病院）
古紙回収（三成、亀嵩）
「たたら侍」上映会（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
布勢地区文化祭
国の名勝指定記念特別企画
「松平不昧公が愛でた櫻井氏庭園の秋を楽しむ」
13：30～15：30
胃がん検診・腹部エコー検査（布勢ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
子宮頸がん検診（奥出雲病院）

秋の環境美化活動
こころの健康相談日（役場仁多庁舎）
胸部ＣＴ検査（奥出雲病院）
大腸がん検診（亀嵩公民館、郡、大内原）

出張年金相談（役場仁多庁舎）10：00～15：30
乳がん検診（奥出雲病院）
古紙回収（八川、馬木）
第101回仁多郡陸上競技大会
（三成公園陸上競技場）
結婚相談所（社協仁多事務所）10：00～12：00
体育の日
胃がん検診・腹部エコー検査
（三沢ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、役場仁多庁舎）
結婚相談所（社協仁多事務所）13：30～15：30
素読論語「仁多志学塾」（多根自然博物館）
１歳６ヶ月児健診（平成28年２月・３月生）
ちひろ人権コンサート明るいほうへ
（布勢小学校体育館）14：00～15：30
胃がん検診・腹部エコー検査（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
古紙回収（布勢、阿井、三沢）
乳がん検診（役場仁多庁舎）
結婚・子育てコンシェルジュ相談所
（ｶﾙﾁｬｰﾌﾟﾗｻﾞ仁多）10：00～15：00
尾原ダム・さくらおろち湖祭り（さくらおろち湖）
子宮頸がん検診（奥出雲病院）
健康・栄養相談日（役場仁多庁舎）※要予約
胸部ＣＴ検査（奥出雲病院）
大腸がん検診（三沢公民館、上鴨倉、上鞍掛）
胃がん検診・腹部エコー検査（亀嵩ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
物忘れ相談会（仁多庁舎地域包括支援センター）8：30～16：30
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結婚・子育てコンシェルジュ相談所
（横田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）10：00～15：00
胸部ＣＴ検査（奥出雲病院）
胃がん検診・腹部エコー検査（あいｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
オレンジカフェ（永生クリニック）10：00～12：00

10 の行事予定月
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